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 我々はこれまでに、分子内に 4つの亜鉛イオンを

有するトリフルオロ酢酸架橋亜鉛四核クラスター触

媒を開発しており、これがエステル交換反応等に対

し高い触媒活性を示すことを見出している 1)。また

これを応用し、溶媒に酢酸エチルを用い、これをア

セチル化剤として用いる触媒的アセチル化反応の開

発にも成功している 2)。 
今回我々は、同触媒がアルコール溶媒中でも

高い触媒活性を示すことを利用し、用いる溶媒

をメタノールに変更することで、今度はアセチ

ル化反応の逆反応である脱アセチル化反応が

効率的に進行することを見出だした (Scheme 
1)3)。本触媒系は立体の嵩高さから反応性の乏

しい三級アルコールのアセチル化体を、高収率

で脱アセチル化することが可能であり、さらに脱アセチル化反応に広く用いられる塩基性条件下

において脱離反応が進行してしまう基質においても、そのような脱離反応を起こすことなく脱ア

セチル化が進行することを見出した (eq. 1 and 2)。 
一方、本触媒系におけるエステル交換反応では、触媒量のアミンまたは含窒素芳香環化合物を

添加することで劇的な加速効果が発現することを見出している 4)。そこで今回この添加剤の効果

を上記の脱アセチル化反応に応

用したところ、本触媒系におい

ても顕著な反応の加速効果が確

認され、収率を大幅に向上させ

ることに成功した (eq. 3 and 4)。 
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